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滋賀県内の医師の状況 
 県内高校出身の医学生数：25～60人/年（H17年度入学25人、H28年度入学53人） 

    滋賀県の医療は、県内出身者だけでなく多くの県外出身者にも支えられている。 

 研修医数： 101人[H28]、90人[H27] 、74人[H26] 、75人[H25]、78人[H24]  

            （この内、６割～８割が、県内に残る） 

 主要な関係大学：滋賀医大、京大、京都府立医大等 

 滋賀県の医師不足は、主に病院で生じている 

    病院勤務常勤医数は、H18 １，４９２から減少し、H20 １，３６６と底となり、以後増加し、
H22 １，５２７、H28 １，６８０となっている。必要求人医師数は、H22.6で、３３４人である。 

 医師不足病院の多い地域：湖東、東近江、湖北、湖西 

 医師採用の困難化が影響している分野 

    周産期医療、救急医療、小児救急医療、精神科、神経内科 

    子どもの心の診療、認知症治療医、リハビリ科 

 県内の病院等で要望の高い科(H25) 

   麻酔科、整形外科、小児科、産婦人科、内科（神内、呼、消、 

   循等）、外科、精神科、救急科、保健所医師    
・ へき地診療は、自治医大卒業生で対応（義務年限修了者の県内定着率 75.4％） 



初期研修後の県内定着状況 
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 年度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

初期研修 

修了者数 
65 73 85 79 67 75 73 73 74 

研修修了後、県
内病院勤務者数 

51 52 61 64 44 52 53 41 47 

（割合） 78.5 71.2 71.8 81.0 65.7 69.3 72.6 56.2 63.5 

• 初期研修修了後の県内定着率は、6割～８割で
推移。H23が高かったのは、滋賀医大がフルマッ
チした年度の研修医で、滋賀医大での継続勤務
者が多かったもの。 
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滋賀県における医師確保の方策について  

    滋賀県地域医療対策協議会（H19.H21. H24～） 

[滋賀県における医師確保のための対策] 

 1.安定した医師確保システムの構築 

   （積極的な医師の養成） 

 2.滋賀県で働きたいと思える魅力ある病院づくり 

   （医師研修制度の充実） 

   （働く意欲を引き出す職場環境づくり） 

 3.女性医師の働きやすい環境づくり 

 

 



 滋賀県における医師確保対策 
                 H29年度 医師確保総合対策事業       ６９１８万円 

            地域医療介護総合確保事業  １億９４９７万円 

                  計           ２億６４１５万円 

(1)医師確保システムの構築 
 
・地域医療対策協議会の設置 
・滋賀県医師キャリアサポートセンター（滋賀県地域

医療支援センター）の運営 
・県内出身医学生への働きかけ 
・滋賀医大地域里親制度（NPO滋賀医療人育成協

力機構）への支援 
・不足診療科への対応   
    麻酔科医ブラッシュアップ事業 
・積極的な医師の養成 
   医学生修学資金貸付金（６名） 
   専門研修医研修資金貸付金（１名、家庭医療） 
   医師養成奨学金（１０名、滋賀医大） 
   滋賀医大地域推薦枠（1８名） 
                  ・・滋賀医大独自事業 

(2)魅力ある病院づくり・医師研修制度の充実 
 
・初期研修の充実 
  地域医療フォーラムの開催（ビアンカ・バスツアー） 
  指導医の育成    
  WATCH In Shiga(1年目、県医師会) 
  研修医・若手医師ﾌｫｰﾗﾑ(２年目、県病院協会) 
・後期研修の充実        
  新専門医制度への対応 
  専門研修指導医派遣事業 
・働く意欲を引き出す職場環境づくり 
  病院勤務環境改善支援事業 
  産科医等の確保支援 
 
(3)女性医師の働きやすい環境づくり 
 
 病院勤務環境改善支援事業  
 子育て医師のためのﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ事業 
 女性医師ネットワークの運営 
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新たな専門医制度に対応した 

研修プログラムの調整等 
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滋賀県における医師確保養成プログラム（医学生対象） 

医学部 

1年生 3年生 

 

 

医学生修学資金貸与 
[全国医学生対象] 

[診療科は問わない] 

   医学生奨学金貸与 
   [滋賀医大生のみ対象] 

   [診療科は問わない] 

６名／年 （3年生～） 

８名／年 （1年生～） 

２名／年 （2年生後期～） 

      滋賀医大地域推薦枠 
 H19・H20     ７人／年 

  H21～H23   ８人／年 

  H24～      １８人／年 

 

・里親制度(NPO滋賀医療人育成協力機構)         

・社会医学実習(滋賀医大等）   

      により県内医療機関と交流 

                 

県医師会に 

よる合同 

研修・懇談会 

（WATCH 

  in Shiga）            

県病院協会 

による 

トピック的な 

課題の合同 

研修会           

県内病院 

県内病院 

1年目 2年目 

初期研修 

1年目 2年目 3年目 

県内の 

県指定病院 

専門研修  
 

卒後９年目 

県内の県指定病院 
（卒後６年目～９年目） 

県内の県指定病院 
（卒後６年目～７年目） 

医師キャリアサポートセンター 

備考・実績 
H29.3月現在 

(H19～28） 
産科：2名 

小児科：10名 

麻酔科：5名 

精神科：3名 

その他：20名 

(H21～28） 
 

63名 

(H19～26） 
 

98名 

県 

内 

定 

着 

率 

向 

上 

(注） 
「滋賀医大地域推薦枠」と 

「社会医学実習」は、滋賀 

医大のみによる独自事業 

①研修医・勤務医の派遣元調整 ②研修病院の指導医の育成による研修の充実 ③医師キャリア形成支援 

      自治医大（滋賀県枠） 
 Ｓ47～   2～3人／年 

県内病院 県内へき地診療等 
県職員派遣 

H28：26名 



滋賀県医師キャリアサポートセンター運営事業 
医療介護総合確保推進法による医療法の改正により、都道府県が行うべき取組として位置付けられた「地域医療支援セン
ター」の事業を担う「滋賀県医師キャリアサポートセンター」を平成２４年度に設置し、滋賀医科大学と連携し、総合相談
窓口の設置による女性医師等の就労支援や若手医師のキャリア形成の支援に取り組む。これにより医師の地域偏在を解消す
るためのコントロールタワーとしての機能を確立し、地域医療に従事する医師の確保・定着（養成）を図る。 

 

・医師不足状況等 

 の把握・分析 

・医師不足病院の 

 支援 

・ドクターバンク 

 機能強化事業 

 （県直営事業） 

 

【構成メンバー】 

滋賀県、滋賀医大、県病院協会、県医師会  

                等 ７名 

 

【業務内容】 

・医師の地域偏在解消に関する問題・ 

 情報などの地域医療関係者間による 

 共有 

・センターの運営方針及び業務内容の 

 検討 

・医師のキャリア形成支援のための 

 有効な方策の検討 

・その他センターの業務に関する重要 

 事項の検討 

 

・臨床研修医の 

 確保対策の充実 

・奨学金受給者等 

 の医師のキャリ 

 ア形成 

・女性医師等の 

 相談への対応 

滋賀県医師キャリアサポートセンター     

（滋賀県地域医療支援センター）      

センター事業内容 

キャリア形成プログラムＷＧ 

女性医師ネットワーク会議 

滋賀県 滋賀医大 連携 

滋賀県医師キャリアサポートセンター長 

専任医師 

専従職員 
〔拠点：滋賀医大〕 

滋賀県医師キャリアサポートセンター 

運営協議会 

アドバイザー 

・滋賀医大 １名 
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（県庁・滋賀医大） 
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滋賀県医師キャリアサポートセンターの 

事業内容 
○県実施事業 

 医師不足状況等の把握・分
析 

 医師不足病院への支援 

 ドクターバンク（無料職業紹
介事業）の運営 

 奨学金制度の運営 

修学資金（全国医学生向け） 
奨学金（滋賀医大生向け） 
専門研修医向け（家庭医療） 

 臨床研修医確保対策 

臨床研修病院説明会、研修医・
指導医向け研修会の開催支援 

○滋賀医大実施事業 
 奨学金受給者等、医師のキャリ
ア形成への支援 

相談窓口の設置 

奨学金受給者との面談 

キャリア形成プログラムの作成 

 女性医師相談窓口の設置 

 女性医師ﾈｯﾄﾜｰｸ会議の運営 

 医学生向け講演会等の実施 

先輩医師との談話会 

宿泊研修・卒業後の自分を 

考える連続自主講座（NPO 

滋賀医療人育成協力機構） 

 情報発信 
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暮らしやすく、将来性の高い滋賀県 

 総人口   ：       141.3万人        全国26位（H27） 

 年少人口割合（15才未満）：14.5%        2位（H27）(総務省) 

 高齢化率      ：     23.4%                                         43位（H26）(内閣府) 

 人口増減率： △0.03%               9位（H26）(総務省) 

 出生率：9.1      2位（H27）      死亡率：9.0   42位（H27）(厚生労働省) 

 平均寿命：男   80.6 歳 2位 女   86.7歳   12位（H22）(厚生労働省) 

 抜群の自然環境（琵琶湖は日本最大最古の湖） 

 古い歴史、豊かな文化遺産（食文化も含む） 

 元気な経済（内陸工業県）、高い潜在成長率（全国8位）(日経新聞) 

 県民所得：      327万円/ 人  4位（H25）(内閣府) 

 京都・大阪からの交通の便が良い 

 良好な教育環境 

 


